
☆

中
高

一
貫
校
で
あ
る
順
天
中
学
讐
同
校
。

最
寄
り
の
王
子
駅

（京
浜
東
北

・
メ
ト
ロ

南
北
線

・
都
電
荒
川
線
）
か
ら
徒
歩
３
分

と
通
学
し
や
す

い
場
所
に
位
置
し
て
お

り
、
近
年
で
は
、
大
学
の
合
格
実
績
で
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
片
倉
副

校
長
先
生
に
お
話
を
お
伺
い
し
て
来
ま
し

た
。

小
　
　
野
　
ま
ず
は
、
授
業
内
容
か
ら
教

え
て
下
さ
い
。

片
倉
先
生
　
中
高

一
員
の
６
年
間
に
は
、

高
い
学
力
を
き
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
教
育
活
動
を
通
し
て
視
野
を
広

げ
、
心
を
育
む
た
め
に
多
く
の
時
間
を
か

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
６
年
間
を
基
礎
期

・
き
成
期

・

完
成
押
験

い
う
大
き
な
３
段
階
に
分
け
、

☆
進
路
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

校
の
全
授
業
の
シ
ラ
バ
ス
で
は
、
各
授
業

の
学
習
到
達
目
標
や
習
得
す
べ
き
学
習
内

容
の
ポ
イ
ン
ト
、
さ
ら
に
自
宅
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
や
参
考
資
料
、
小
テ
ス
ト
や
定
期

試
験
に
つ
い
て
、
生
徒
達
が
主
体
的
に
学

習
す
る
た
め
の
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

滝
　
　
沢
　
大
学
の
合
格
実
績
に
つ
い
て

も
教
え
て
下
さ
い
。

片
倉
先
生
　
平
成
２
０
年
度
は
卒
業
生
３

３
９
名
中
、
８
７
　
６
％
が
現
役
で
４
年

制
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
国
公
立
や
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
以
上
の
難
関
私
大
に
は
計
１
９

９
名
が
合
格
し
、
内
１
７
９
名
を
現
役
が

占
め
て
い
ま
す
。

進
路
指
導
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
生

徒

一
人
ひ
と
り
の
第

一
志
望
を
尊
重
す
る

こ
と
で
す
。
国
公
立
大
受
験
を
考
慮
し
て

５
教
科
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
が
、
特
に

主
要
３
教
科
に
つ
い
て
は
早
い
段
階
か
ら

の
習
熟
度
を
徹
底
さ
せ
、
国
公
立
大
や
難

関
私
大
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
「サ
テ
ラ
イ
ト
」
、
「課
外
講
習
」
、

「課
外
講
座
」
な
ど
も
充
実
さ
せ
、
「
現
役

実
進
学
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
に
お
い
て
私
学
の
パ
イ
オ
エ
ア

的
存
在
で
あ
り
、
部
活
の
盛
ん
な
学
校
と

し
て
全
国
に
名
を
轟
か
せ
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
大
学
進
学
実
績
も
目
覚
し
く
伸
ば

し
、
同
校
が
目
指
す

『文
武
技
芸
』
の
四

道
を
追
求
し
実
現
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

進
化
を
遂
げ
る
埼
玉
栄
高
校
に
つ
い
て

入
試
セ
ン
タ
ー
の
橋
本
先
生
に
大
宮
事
務

局
の
岩
崎
が
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

橋
本
先
生
　
全
て
の
上
合
は

「建
学
の
精

神
―十
人
間
是
宝
」
で
あ
り
、
前
理
事
長
の

佐
藤
栄
太
郎
先
生
の
理
念
か
ら
成
り
ま

す
。
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
子
供
た
ち

が
崩
れ
る
の
は
教
師
が
悪
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
教
師
も
生
徒
も
同
じ
目
線
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
か
ら
全
て

が
始
ま
り
ま
す
．
食
堂
で
は
教
師
と
生
徒

が

一
緒
に
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
過
ご
す
な

ど
、　
一
人
ひ
と
り
を
理
解
す
る
こ
と
に
力

を
入
れ
、
内
在
す
る
可
能
性
を
い
か
に
関

発
さ
せ
る
か
が
教
師
の
役
目
と
し
て
い
ま

す
。

］石
　
　
崎
　
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
ｃ

橋
本
先
生
　
希
望
進
路
に
よ
り
普
通
科
で

は
四
つ
の
進
学
コ
ー
ス
が
編
成
さ
れ
、
四

年
制
大
学
へ
の
進
学
者
は
ア
４
　
８
％
と

な
り
ま
し
た
。
国
公
立
２
１
名

・
早
慶
上

理
２
３
名

・Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
日
４
０
名
な
ど

が
２
０
年
度
卒
業
生
の
実
績
で
あ
り
、
難

関
校
は
３
年
計
画
で
合
格
者
を
倍
増
さ
せ

る
予
定
で
す
。

］石
　
　
崎
　
進
学
実
績
を
大
き
く
伸
ば
す

た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

橋
本
先
生
　
補
習
演
習
授
業
、
論
文
画
接

指
導
な
ど
５
つ
の
進
学
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
代
ゼ
ミ

サ
テ
ラ
イ
ン
の
導
入
に
力
を
入
れ
、
講
座

数
は
日
本
ト
ツ
ブ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
授
業

だ
け
で
な
く
、
０
時
限
目
補
習
や
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
生
徒
の
学
び
た
い
気

持
ち
に
応
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

］石
　
　
崎
　
素
晴
ら
し
い
学
習
施
設
も
完

備
さ
れ
、
学
ぶ
環
境
は
万
全
の
体
制
が
整

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
っ

次
号
は
後
編
と
し
て
、
進
学
指
導
の
ほ
か

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す
同
校
の
特
徴
を
お

伝
え
し
ま
す
．
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な

学

主

大

創塔者敷

()は現役

秦進学者数

()は現役

08年現役

実進学者数

国公立 2↑(201 '7116) 9

早稲田 13(12) 6(5) J

慶応義塾 3(11 2(()| 1

上智 1019) 7(7) ]

東京理科 lS(151 3(3) 4

明治 76(,5) 11(iO) 6

青山学院 20(19) 3(3)

立教 ]81171 7(7) 4

法政 44(33) 16(15) 6

中央 2612ち| 5(1) ]

主な実進学状況
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